
 

モデルコースの調査

モデルコースのあり方に関する審議

ウォーキングマップの作成方針に関
する審議

・モデルコース以外も含め、マップ作成に関する
方向性をまとめる

区民会議
ウォーキングマップ作成について区
に提案

ウォーキングマップ（ウォーキングガ
イドブック改訂版）活用方法の検討

・幅広く活用されるための方策を検討する

地域の散策イベントの企画
・ウォーキングマップ（ウォーキングガイドブック改
訂版）発行の広報も兼ねる

ウォーキングマップ（ウォーキングガ
イドブック改訂版）の編集・発行

地域の散策イベントの準備・実施

ウォーキングマップ（ウォーキングガ
イド改訂版）を活用した取組

・高齢者部会からの提案を受け、事業化を通じて
課題解決に取り組む

生きがい、社会貢献
高齢者に対する環境
づくり

高齢者向けの
ウォーキング
マップ作成、
地域の散策

・安全かつ安心して
外出することができ
る環境を整備する。

・地域や世代間の
交流を通じて、高齢
者が生きがいを持
てる地域をつくる。

・散策を通じて、高
齢者の健康づくりに
つなげる。
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 区民会議では、元気な高齢者が生きがいを持って暮らせる環境を整備する必要が

あるという認識から、安全安心に外出することができる環境や健康づくりなどを目

的とした課題解決策について審議してきましたが、気軽に外出することができ、ま

た自分たちのまちの魅力を再発見することができる手段として、高齢者向けのウォ

ーキングマップを作成することが必要と考えました。 

 また、高齢者が楽しく地域を散策することで、地域の魅力を若い世代に継承して

いくことも期待しています。 

 ウォーキングマップの作成にあたっては、バリアフリーや休憩場所など高齢者に

配慮した視点や、地域の活性化及び伝統・文化への理解を深めるための視点など、

区民会議で審議されたマップの作成方針を十分に尊重することを提案いたします。

マップ完成時には、マップのＰＲ及び地域の魅力を多くの人に伝えるため、地域

を散策するイベントの実施を併せて提案いたします。 

高齢者向けのウォーキングマップ作成、地域の散策 

実施方針のうち、既に具体的な解決策の内容・スケジュールが決まった課題解決策について、区民会議から区に提案します。 

概要 

【コース選定ポイント】 
・安全（段差や交通量） 

・安心（トイレ・ベンチの設置状況） 

・体力（距離、階段、勾配など） 

・魅力（「かわさき区の宝物」や、まちを知るための要素） 

【マップ作成ポイント】 
・みどころ間の距離を記載する 

・コース上の写真を散りばめる 

・道路の段差、傾斜も記載する 

・コースの起点は集まりやすい場所を設定する 

・コースの起点・終点を分かりやすく記載する 

・曲がり角を分かりやすく記載する 

・地図は初心者にも分かりやすいように作成する 

・サインを工夫するなどして極力文字は少なくする 

・地域の回遊性を高める工夫をする 

・商店街や地元の観光情報を盛り込むなどコースの魅力づくりを工夫する 

実施方針 
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第３期川崎区区民会議中間報告 実例 


